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早通児童センターの雨漏りに関するご意見と今後の対応について

【回答】 
児童センターの雨漏りについて、２月のワークショップ（準備会）でもご説

明したとおり、これまで雨漏りが発生した箇所については、その都度応急修繕
を行ってきました。 
しかし、新たに見つかった雨漏り箇所（集会室の中心部）について、3月に

業者が現地確認を行い、屋根全体や外壁全体の劣化が激しく、大規模改修が必
要な状況とのことでした。 

 その後、8月の第 1回ワークショップにおいてさまざまなご意見をいただ
き、別業者とともに再度現地確認（別紙詳細）を行いましたが、前回業者と同
じく「大規模改修をしないと改善できない」とのことでした。 
また、その際に、天井材（断熱材）が雨水を吸水し、加重により天井が落下

する危険性や漏電による火災のリスクも考えられ、安全性に不安があるとの指
摘を新たに受けました。 

その結果を受け、集会室及び図書室について、今後も子どもたちの安全を確
保し運営を続けていくことは困難であると判断し、降雪や融雪による継続的な
浸水により雨漏りのリスクが高まる１２月より使用禁止とします。（体育館は
これまでどおり使用可）。 

なお、これまで集会室と図書室で行っていた活動は、代替施設として同敷地
内にある「いするぎ荘」を活用しながら運営を継続し、今後も同様に子どもた
ちの居場所を提供していきます。ご理解とご協力をお願いいたします。 

※利用者への説明や運用方法の周知は別途行います。 
※コミュニティセンター事務室の雨漏りは、業者と現地を確認し工事に向け
て準備を進めています。

【第１回ワークショップでいただいたご意見】 
●児童センターの雨漏りについて早急に解決策を検討して欲しい。 
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